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肺結核患者の蛋白中間新陳代謝に及ぼす 「ビタ ミツ 」

Cの 影響

国立岩国病院(指 導 稻 田進)

・ 小 川 保 一・

1緒 ・ 言

肺結核 の治療 に関 して 「ビタ ミソ」C(以 衝V.Cと

略記)が 好影響 を及 ぼす か否か については夙 に多数 の学

者 によ り考究せ られている。た とへぼHes謝bachは 肺

結 核の軽重はV・Cの 欠乏 と並 行 し1)西垣 、2)辻 本は

郎れ それ患者血溝申、脳脊髄液 申のV・C量 は肺結 核

患者 においては著 明に減少をみる と述べ、3)藤 井 は臨床

的 に、4)石 田は笑験的結 核について副腎皮質 「ホルモソ」

とV・Cの 併合療 法は肺結核の進 展を抑制 し,ま た5)永

山氏 は空洞形成 にV・Cは 抑制的敷果 を及ぼす と述べ

てい る。が しか し一方Bnrkh塾rd等 はV・C欠 乏 と結

核 の進展 とは全 ぐ関係が ない といつてお り、また6)水 谷

等 は蛋白代 謝の面から、7)藤野 は尿 中「ウロビリン」体 を

測定 して肺結核患者 にV・Cは 何等好影響 を及峰 さぬ

と述 べてい る。

か くの如 く各諸家 によつて異論があ る所以 はV・Cの

有す る極 めて複雑 な生化学作用 に基 くもの と 思 わ れ る

が、私 もまた肺結核患者の血清沃度酸値、血漿 「トリプ

トファソ」量(以 下血漿 「ト」と略記)、 赤血球沈降速度及 ぜ

ぴ尿中「キ ヌレニソ」(以下尿中「ギ」と略記)量 を測定 して

蛋白 中間代謝 の面 からV・Cの 肺結核 に及ぼす影響 を

追及 したので ここに報告 する。

2案 験 方 法

実験に供した肺結捜患者はすべて国立岩国病院入院患

者にて一定 「カロリー」の賄いを受け、殊に検査中は可
ず

及的 に食事摂取 を一定 なら しめるよ うに注意 した。 しか

してV・C投 与前後 における患者血液 について血漕沃

度酸値・血漿 「ト」量併 びに赤血球沈降速 摩を・また尿

中へ の 「キ ヌレニン」体排泄量を測定 してその増減 を追

及 した。

測定方 法 としては血漕沃度酸値は3》西垣 氏 変 法 を用

い 、血漿 「ト」量は9)今 井氏改良法 によ り赤血球沈降遠

度はWestergren氏 法 に従 い、尿 申「キ」体 の測定は 二〇)

古武、川瀬氏法 を採用 した。

なお採 血は早朝笙腹時を選 び、患者の肘 静脈 よ り採血

し・血液凝固阻止 のため血液1GCに 対 し て 薩酸 カ リ

1・5mgの 割 に加えた。採尿は早朝八時 よ り翌朝八時 ま

での尿を とり実験 に用いた◎投与 したV・Cは 武田製

薬 の 「ビタシ ミソ」を使 用 し1日 量300エagと し朝夕2

回五 日間連続静脈 内に注射 した◎

3実 験 成 績

1)健 廉人 の血漕沃度酸値 、血漿「卜」量赤沈値及 び尿

申 「キ」量 鳶
▲
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附表第1衷

(健康人 の血清沃度酸値、血漿 トリププアン血沈値及び尿 中キヌ レ晶ン量)

4

氏 名 階 陣 沃離 値
L血 漿 ト
{ア ン(%)

リハ フ1赤
淵 全 尿(・c)瞬 ヌ レ ニ ン(9)

1一 園 0,112 } ・・…1 2～4 ド＼ 。1

2一 閣 0,135 } α・・7・1 2～5 1 、i

3一 圏 0,120 i α・・2i 10～20 } ミ「
4一 圏 0,120 1 侃・7i 12～24 1 ＼1
5一 }劉 0,112 1 ・・(㎜1 9～20 i ＼
6一 圏 0,110 ! …G3} 8～13 1 1
7-」 劉 0,103 1 α… ド 4～8 { i
8一 圏 0,120 t α…i 4～8 1 1 一
9一 閨 0,130 1 ・・…1 10～20 1 i

關 0,1G2 1 …92i 20～40 レ ・6・・1 0.58001q■■■

11一 t渕 0,123 1 α・・3{ 2～3 } 200011 0.5580

12一 閣 0,134 1 ・…51 10～20 1 繭i o・6惣 φ,

閾 P,123 【
・…2i 20～30 1 2000 0.603G1q■■■

14一 圏 0,130 } ・…bl
,

10～20 / 1800 0・4タ86

15一 1劉 0,130 i …2・1 20～30 1 ・6・・1 0.6045

16一 園 0,115 1 0.1081
…

5～10 i ・6・・i .,0・5289

【劉 0,104
' { ・…51 2～3

喜

■ ・7・・i 0.401417■■■

18■■■ 閣 0,124 { ・…51 2～4 1 ・5・・1 0.5450

19■■■ {劉 0,123 1 α・・41 2～5
」

1
・6・・1 0.5465

平 均 N・
0,119 1' ・…71 8～14 1

「

0.5440

季

健康 人19名 にういて検査す ると附表第1表 に示す通

り血清沃度酸値は0・102～0・135の 間 を動揺 し1そ の雫

均値 は0ユ19を 示す 。また血漿「ト」量は0・099%～0・1

17%で あってその李均値 は0.10ケ%と な り血液沈降速

1度は1時 間値$mmを 示 し1尿 中 「キ」排他量 は10例

の検 査成績 の結果 、その弔均値は0・54409で あった。

2)肺 結核患者 の血清沃度酸値 、血漿 「ト」量 、赤血
t

球沈降速度、尿 中「キ」排泄量

肺結 核患者におい 七はそれ らの測定値は健康人 に比 し

ていずれ も一様 にその増加 を示す傾向があ り附表2,3,

4,5に 示すが如 くである。

すなわ ち血清沃度酸値 は軽症8例 の平均値は0・132中

等症(14例)に なるとと0・1%と 莚状 の進展 と共 に増加

驚 樋 症(1。例)で は中等症に比して比較的低値を示

す ものが多 く李均値 は0・130を 示 した◎が しか し1例 の
ぎ

粟粒結核 においては0・167と 著 明な増加 をきた した。

血漿 「ト」量 は肺結核病変の進展 と共 に著明 な増加 を

きた し、軽症では健康人 の0・107%よ ザ0・009%増 加 し

中等症 、重症ではそれぞれ0.4240,0。047%の 増加を

きた した。重症例10例 中1例 を除きその他の例 におい

てはすべて0.140%以 上 の値 を示 した。

か くの如 く結 核の進展 と血漿 「ト」量 との間 には密接

な関係が認め られ る。赤血球沈降速 度 も肺結核が軽症か

ら重症 に進む につれ てそ の促進をみる◎また尿 中 「キ」

排泄量 も軽症0・54809で 憧か に増加 し、中等症で は

0・63239,重 症ではU.7310gと 症状 の進む につれて増

:加をきた してい る。

3)肺 結核患者 にV」Cを 投 与 した際 の各測定値 の変

_26一 一一
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動

次 に肺結核患者23名 に1回3001叛9のV・Cを 五

日問注駁 しその翌早朝 に採血 して各測定値 を求め、V・

C注 射前後の変動を追及 した実験 成績 を表示する と第3・

第4,第5,第6,の 附表 に示す如 くである。

すなわちV・C注 射前後 におけ る血清沃度酸値、血漿

fト」量及 び血沈値の変動 を平 均値 で示す と附表第6に み

る如 く血清 沃度酸値は軽症倒 においては0・132か ら0・1

33と なり、殆 んど増減が認められ ないが中等症では0・

136か ら0.128,重 症では0・130か ら0・125と 減少が認

め られた。また測定値 の増減 と患者数 との関係 をみ るに

V.C注 射後増加 した もの ユ0例t減 少21例 で減少 を

きたす ものが多 く、殊 に中等症,重 症 において著明であ

る。

惣

附表第2表

健康人及肺結核患者に於ける各測定値(平均値)

検査人員
血 清 沃 度 酸 値

簾 最司 平 均

血 漿 トリプ トプア ン

儲 儲「蕎
血 沈

1検査人腺 キヌレ

員(例)1昌 ン(9)

健 康 人1・giα ・・2一咽0・ ・go.・99ん α・・70.・ ・7 8～ ・41・}・.5449

肺結核患者 に於け る場合総数32例

軽 症レ 8
1・…3一 …6gl

0,132
1・・1Q5一・・圃

0,116 レ 16～31 4i 0.5480

申 等 測 14 b…5～ …56i 0,136
!・・U・一 …5・}

0,131 i 49～76} 31 0.6323

重 矧 10
1・… 翫 …67i

0,130
i…27～ …68{

0,154 {
事

64～ ・・2i 31 0.7310

附表第3表

1、

肺結核(軽 症)患 者の「ビタ ミンC」 注射前後 における測定値

「ビ タ ミ ンcj注 射 前

磯 炭酸濡蝉 獅11血

「ビタ ミ ンC」 注 射後

1日300mg5日 間

氏
'斡

名酵 悔 囲 畏度酸葎 隣(縛 捌 血 沈

1 図 案餓 勘 幡 0.T17

閣筆代;覇 「
15～30 0.142 0.117 10～20

2 10～17 0.134 0.103 15～20

3
墜 際 骸 酬 飢・・3i・ …5

55～93 0.105 0.101 4(レ》90

4
i劉 辮 髪贈1α ・訓 α・25 2～4 0.135 0.105 4～8

5一 潔 除 趨 化讐 …69}・ …6 15～36 0.154 0.111 20～40

嘔 ■1馨 際 代表 酬a.・2・iα ・25 2～4 Q.125 0.100 21～30

7
階 豪農 ヒ矧 …2gl・ …3 12～35 0.145 ℃.111 ユ0ん20

8 圏 祭骸 酬 幡 0.125 i7～30 0.120 0.107 14～31

平 均 値 o.・321・ …6 16(ン31 1 0.133講 0.107. 17～32

附表第4表 肺結核(中 等症)患 者の「ビタ ミンG」注射前後 における各測定値:

「ビ タ ミ ンC」 注 射 前 「ビ タ ミ ンc」F注 射 後

氏 名閣 症 状駈 酸落陽 蓼チ堵 血 沈1農鍛 覆臥 讐矧 血 沈

1
凶 蒙 代3劇 ・瑚0・22

37-6・ 一 軌・26 0。104 47～71

2
圏 窒 代4馴 α・刷 α・33

78.E… 】 幡 0。128 41～77

3
蔭 塞 形 馴 α・15咽

80～1171d.・20 0.130

伽q螂

郵

α
術
号ユ

形
代

成
が

罰
♂

一

60～110

4 36～64 0ユ25 a・2・ い ・一お・

一27__
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w

▼

5■{響 傑 喪3馴q・28い ・3・r・ ・4一・3・1α ・3・iq・2・ い ・・一・36

6■1劉 禦 代4馴 軌・231q1・419-2・{α ・2・1α ・・2r3・ 一4・

7■ 圏 要 領騰1蜘 侃・6　 74一・・51α ・24レ 侃 ・6レ ・一…

8■ 開 票側購{q・3・1α …25-551α ・・21侃 ・2i・8-4・ ..

9■ 階 灘 馨 陣5つ ・46:5脳92i軌 ・4・1侃46い ・侶…

・・■}劉 案 代謝 α・26伍 ・5・{55一 ・・2iq・3・ 「 ㈱55-89

11■}蓉1悪 狽耳許 駿{0摩1350・12512～4!0。1201◇ ㎜{3～ ・5

噌 ■ 閤 祭 代3馴 幡;α ・5・16脳9・1・ ユ45;α ・43い ・一S5

ユ3■■■■■■■ii響1祭 代 湾}0-132i()450111～1310・12010-120110～20

ユ4■ 愚 票 膿 勤 侃4・lq・435・ 一93「a・38i軌 ・253・ 一5・

平 均 値lq・36}α ・3・149一 ア6い ・281軌 ・2・」 朔一7・ 1

附表第5表 重症肺結核患者の「ビタミンc」注勇揃 後 における各測定値

「ビ タ ミ ンC」 注 射 前

氏 名糊 症 状駈 酸湛騨(縛 馴 血
1「 ビ タ ミ ンc」 注 射 後}

沈陸 離劉 弊!響堵 血 沈

・■ 開 票側糞馨i侃2・ 侃4・1… ～125・ ・…2 0。124 65～110

2■ 図 鑑 楚 割Q.i29 侃6・137～ ・到 ・・… 0。160 120～144

3■ 潭 健 側難出樹 侃26「o.・54 70～90 0.126 0。153 60～90

4■1撃 畷 譲 劉D.・53 0。154 7が～ …1…57 0.142 80～120

δ■1葦 腰 側謝 謝 …26}…6・ 〕・… 一・33 0.124 0。161 100～140¶

6■ 園 票側麟馴 脳 0.152 37～60 0.126 0.118 20～30

7■/劉 乾酪肺炎1… 劉 侃58 80～141〆0.124 0。155 100～133

8■ 圏 粟 粒繊1…67【o.・68 61～89
i侃65

0,16 69～111

9■ 閨 辮 騨 α…1…27 50～80 0.105 0。125 40～60

01
i馨 墓蕊7蓼 ・…v…66

30～50 0。108 α・38番 い ・～8・

平 均 値 ・副o.・54
・64 ～ ・2}α ・25 0。144 70～101

附表策6表
A

肺結核患者に「どタ ミンC」を注射 し六場合の各測定値(平 均値)

「ビ タ ミ ンC」 注 射 前 i 「ビ タ ミ ンC」 注 射 後

症 測 人 則 沃麟 司 拐rト 匝 沈1沃 離 州 プアン」「 ト リ プ ト
血 流

転 副 8i 0,132
iα ・・61

16～31}1 0,133
i侃 ・7 i 17～32

中 等 症1 ・41 0,130
}侃3・1

49～76i 0,128 0,120 i 42～70

重 司 ・・1 0,130
1価4;

64～ ・・21 0,125
1α ・44 i 70～101

血 漿 「ト」 量 は 軽症0・116%か ら、0.107%、 中等 症

で は0・131%か ら0.120p,重 症 例 では0・154%か ら

0・エ44%と 常 に減少 をきた した。また32例 の検 査例巾

2名 に増加 をきたのみで26例 は減少 をきた し4例 は不
ジ

一一 一28一
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附表第7表 「ビダ ミンC」注射前後の各測定値増減 と患者数(総 数32名)

測 矧 血 清 沃度 酸 剥 蝦 的 ハ フアン」 血 沈(1時 間値)

症 ・状 睡 症睡 症種 痘睡 症睡 症陣 副 軽 症陣 症障 症

齪 値噛 し鳩 者翻 4} 4121・ 一/・ ・i 、 41 5; 6

肝

齪 値の減じ漁 者釧 4/ ・・17i71・ 月 81 41 9{
}

4

　

製表値囎 減のない刷 ・1 ・1・ い いi ・1 ・1 ol
亀

1

難 値囎 し漁 者剰 } ・・ll2i } i 141}

:野 値の減じ鳩 総1 1 2・lll261 1 1 ・7i

変 であった。 次に前記32例 の うち10例 についてV・C注 射前

赤血球沈降速度は増加 した症例14、 減少症 例17不 変 後 におけ る尿 中べの 「キJ排 泄量 を測定 して附表 第8に

ユで一定の傾向が認 められない。 示す ような成績 を得た◎

附表第8表 肺結核患者の「ビタ ミンC」投 与前後における尿中「キヌ レニ ン」排泄量(9)

}「 ビタ ミ ンC」 ・日3・・m95晒 注 身機

〆

「ビ タ ミ ンC」 注 射 前(2回 検 査)

氏 名糊 症

}■ 蓼騨 犠羅=1難 業

'状腰縄 浮華蛾1蓬 騰1犀
」鋳謝 あ酸度酸穰、弊(窺 激闘 辱」疑 獄 あ

0。8900

一8:§孟ζぎ一i
o_108 0。136560 0.4760

層 蓉講 義翻
0,130

墨 二選 ヒ8:1籔
/450170 .5016　 10.130

馳
燈

fl

(〉.14055010.5587

破 損0.158

(平 均 値)10.1300.150

■ 23 轟欝 欝9馬レ8:器
0,130 60qO.8010

『r一 一 一
5500.79681

・・甲・

石砺0。7989

}

0,105

一一「　-一 　 一一

齢
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先 に附表第1表 で示 した とお りt健 康人尿中へ24時

間 内に排泄せ られ る 「キ」量は雫均x.5440gで あるが

肺結核患者 にあっては・一様に増加 を来 しtか つ大体症 状

12…1・.3497」 α…1
α4・8122・ ・iユ.1158

の増悪 に応 じて増加す る傾向を認め る。 しか してV.C

注射 に際 しては軽度(100cc)の 尿量増加を認 め る傾 向

があ り、 尿 中 「キ」 量 は10例 中3例 において 減 少を

9
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露 めたが 、他 の7例 には軽度 の増加が観察せ られた。

す なわちV・C投 与 によつて尿 申へのrキ 」排潰量が

肺結核息者 において減少 をきたすよ うな事実は観察 され

なかつ た奪

なお単に一例ではあるが重症 「ヵラァザール」の血漿

「ト」量 はO・"7%で 、健康人 の約3・7倍 、尿 中 「キ」排

泄 量は1・34979で2・6倍 を示 し、非常 に増加 していた。

またその発熱時には.血漿 「ト」量0・428%、 尿 申 「キ」

排泄量 も1・7309と 共 に増加 したがV.C注 射 に際 し

ては血漿 「ト」量O・CO8%、 尿 中 「キ」排泄量1・11δ89

と可成 の減少が認 められた。

4)各 測定櫨間 の相互関係 について

血溝沃度酸 値に関与す るものは主 として蛋白質 とア ミ

ノ酸 の申間物だ とい われてお り近野氏 によると該値には

血 申の 「ト」 も関与す ると述べている。 か くの如 く血中

の 「ト」量 と血清 沃度酸値 との間 には密接 な関係 が窺 わ

れ るのであ るが私 の検査 した健康者19名 、肺結核患者

32名 計51名 について測定 したところによると血漿 「ト」

量の増 加 と共 に血清沃度酸値 も増加す る傾向は認 められ

るが血漿 「ト」量の増加 は必ず しも血溶沃度酸値 の増加

を意味 しないで両者 間 に密接 な量的増 減関係 は認 められ

なかつ た。

また 「ト」 の分解は肝臓 におい て行われ、 「キ」を 生

じその尿中排 泄をみるので あ り、またこの作用は血液 の

水素 「イオ ソ」濃度が緊密 な関係 を有す るとみ られ てい

るが 、ここに血漿 「ト」量 と尿中 「キ」排泄量 との量的

関係 をみるに検 査症例健康人10名 、肺結懐患者10名

(総 検査回数30回)に ついてみるに血漿 「ト」量 の増加

と共 に尿 中への 「キ」排泄量増加 の傾向は認め られ るが

密接 な増減関係は認 め難かr2た 。

なお血漿 「トJ量 と赤血球沈降速度 との関係 はt1)Un・-

dritz,「e>Lang¥一 によ り既 に密接 な関係は認 められ ない

と報告 されてお り、余 もまた同様 の結果を得 たが詳細は

省略す る。

4総 論及び考察

蛋白質とアミノ酸の中間物ぶ主として関与していると

考えられている血溝沃度酸値の測定は蛋白代豫殊に中間

代謝の大様を窺5も のだといわれている。しかして肺結

核において血漿 「ト」量並びに血清沃度酸値が増加をき

たし、大体において症状の進展と共に血申に増加を示す

が、これは恐らく結核菌による肺組織の破壊、結核菌の

毒作用、肝臓機能障碍及びその他の要因によつて蛋白代

謝に異常をきたし申間代謝物の血申増量をきたすものと

考えられる。

先 に述 べた如 く「ト」の分解は肝臓 において行 われ 「キ」

を生 じ、次いでキ ヌレニソ酸 とな るのであ るが この関係

は 「アチ ドーゼ」の状 態において促進 され る もので ある

といわれ ている◎一方重症肺結核 になるにつれ て血液 は

「アチ ドーゼ」の傾向が強 くなるといわれて お り、従つて

症 状の進展 と共 に 「ト」の分解 は促進 され尿 申への 「キi

排泄増加 をきたす ものと考 えられ る。

しか して前述 したよ うに肺結 核患者 にV・Cを 投与 し

た際 に血清 沃度酸値及 び血漿 「ト」量 の減少 をきたす こ

とが観察 され たが 、これは恐 ら くV・Cの 有する坑壊血

病的作用 、酵素賦活作用及 び還元 作用等 の複雑 な生化学

的作 用によつて結 核菌による体蛋 白の崩壊 を抑制 し、結

核 菌の毒作用を軽減 し、肝臓機能障 碍の好転 を もたらす

によ るものではない かと考 えられ る。

尿 中 「キ」排泄量及び赤血球洗 降速凌 へのV・C投 与

に依 る影響 はあま り認 め られ なかつた。

、

5結 論

肺結核患者32名 に武田製i薬製V.Cを 毎 日O・395

日聞連続静脈 内注射を行い 、その前後 におけ る血清沃度

酸値 、血漿 「ト」量 、赤血球沈降速度及 び尿 申 「キ」甥

泄量 の変動 を検査 してV・Cの 肺結核蛋白申間新陳代謝

に及 ぼす影響 を追及 した結果以 下の結論 を得 た◎

1)肺 結核患 者の血清沃度酸値は健康人 に比 して増加

してゐるがV・Cを 投与 した際 には軽症 においては殆ん

ど増減 を認やないが中等症、重症例 においては軽度(O・0

05～0・008)減 少 をきたす。

幻 血漿 「ト」量 は肺結核症 の進展 に伴 い著 明に増加

して くるがV・Cを 投与 した際 には症状 の軽重 に関係 な .

く0・0ヱ0%内 外の減 少 を認 め る。 、

3)赤 血球沈降速度 はV・C投 与 によ り殆 ん ど測 定値

の増臓 に一定の傾向を認めない0

4)尿 中 「キ」排泄量はV・C投 与によ り10例 の症

例中3例 に軽度の減少を きた したのみで他の7例 には軽

度 の増 加が認め られた0

5)以 上 の実験成績か ら蛋 白中聞新陳代謝 の 面 よb

V・Cの 肺結核 に及ぼす影響 は特 に好影響 を齎す もの と

はいい難いが中等症 、重症例 にあつては多少の好影響 を

与 えると思 われ るふ しがあ る。

導稿 を終る に臨み この 「テーマ」 を与 えられ、終始 御指

藤 をいただ き御校 閲の労 を恭 うした前岡山医大教 授稻田

究先生 に対 して深甚の謝意を表 する◎本研究 は厚生省研

費 の補助を得 て行 つた◎ ここに記 して謝意を表 する。
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スFレ プFマ イシン治療を受けた患者の体の部位による
ξ

結核菌のスFレ プhマ イシン耐性の差異について

国立東京第・一病院(院 長 坂 口康藏 博士)

小 ・ 酒 井 望

1ま え が き

ス トレプ トマイシ ン(以下「ス」と略す)治療 を受けた患

者の、体 の部位 によって結核菌 の「ス」耐性 に差 のあ るこ

とについては既 に幾つかの報'告が ある◎すなわちMc-

De獅o事tσ)は 痩 か らの菌が耐 性が ある もの に拘 らず 、

髄液か らの菌 は感受性であった2例 を報:告し、Craf伽

及 びMitchison② は湊か らの菌は耐性であ るのに尿か

らのは感受性菌であった1例 を、Pfロetze及びPyle(3)も

痩 からの菌は耐性であったが、剖検膀胱周囲膿瘍か らの

菌 は感受性であった例 を報告 している。 これ らの報告 は

いずれ も4度 固形培地 で分離 した菌をTween-AIbu面n

培地等液体培地 に移 して醗性 を測定 してい る の で あっ

て、既 に私が報 告 した如 く④同一材 料中}こも醗性菌 と感

受性菌が混在 してい るので、一般 に行われてい る結核菌

の 「ス」弼性測定法では1分 離培地か ら耐性測定屠培地

に移す集落数 、更 に遡って分離培地 に塗抹 され る菌量 の

多 少によって、得 られ る耐性 の値 に著 しい差の生ずる場

合が あ り得 る。従って体の部位 による結核菌の 「ス」耐

性 を比較 し1体 の部位 によ り耐性 に差 の生ず る所以 を考

えるに当っては 、感受性菌 と醗性菌の割合 を求 める。す

なわ ち 「ス」耐性を定量的 に表わす方法 を用い るのが 妥

当 であると考 え られ る。

嘗て私は数例 について、体 の部位 によって酬 坐に著 し

い差 のあることをi報告 したが(6)、:更にi数例 を加えて、上述

のよ うな考 え方 の下 に耐性の差について考察 してみた。

2菌 の分離と「ス」耐性の溜定法

臓器その他検査材料 は5%硫 酸水 を5～10倍 量加 えて

磨砕 あるいはよ く混和 し、30分 後遠沈、沈澄 を岡 ・片倉

培地 に接種 し、かつ:塗抹で多数 の菌を証治 す る 場合 に

は、滅菌生理的 食塩水で10倍 乃至 それ以上 に稀釈 し、

その0・Iccを 岡 ・片倉培地1奉 ずつに接種 し集落が孤

立す るよ うに した。「ス」耐性 の測定は変法占部 。山田培

地(6)を用いて行った。すなわち集落数の多い場 合はその 、

集落 を出来 るだけ全部掻 き取 り、約10皿9/coの 菌液 を

作 り・0,1ccず つを 上記耐性測定用培地 に接 種 した。

,集落数 の少ない場合 または個 々の集落 について耐性を測

定する場合 には、再 び岡 ・片倉培地 で増歯 して 後同様 に

耐性 を濁差 した◎個 々の集落の耐性 を測定 したのは、既

に報告 した如 く(q)感受性菌 に(L1%に 醗性菌が混 じてい

て も、普通の測定法 では耐性菌の耐性が現われ るのでi

褻 の場合の和 ぐ定量培養 を応用 して耐性 を定量的に表 わ

すか・個 々の集落の耐性 を しらべなけれぼ、体 の部位 に

よる耐性の差 を比較す ることが出来 ないか らである。

爵性は培養菌 については37。C,2週 間後 ≦材料 か ら直

接 の場 合は1月 後 に発育を認 めた最高濃度を以 て表 わ し

た。私の用いた培地では10Ylccま たはそれ以上の濃度

に発育 した場合 を耐性菌 と考 え、最初 は0,1・25,2・5,

5,10・20・50,100,200,500,LOOOY/ccと 「ス」濃度

の11段 階を用 いたがi後 には0,ユ0,100,1.000Y/CCの み
亀

を用いた。

なお屍体の臓器等諸材料は、剖検時他 よ りの汚染を避

けて採取 した ものである。

3結 果

(1)■(26才 、♂)(粟 粒結 核、左腎臓結核、肋骨 カ

リエス・舌結核)・ 「ス」409筋 注後約10月 で左腎臓摘

一一.31一_


